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　　　　①青島で残した足跡



　　昭和29年(1954年)5月、大阪市阿倍野区生まれ、70才　                   

趣味　　 　サッカー、登山、ゴルフ、野球観戦、中国語
　　　　　 カラオケ、旅行
 
1978年4月　大学在学中は登山や遊ぶことに忙しく、勉強はあ
　　　　　 まりしなかったが、何とか1年遅れで卒業し、就
　　　　　 職難の時代に大阪の中小商社に就職。韓国への化
　　　　　 学品の輸出を担当。就職してからの方が、大学
　　　　　 在学中よりも実用的な化学の勉強をしました。

1981年1月　突然倒産し路頭に迷う。そんなに悲壮感はなく、
　　　　　 お気楽に1か月間北海道のニセコスキー場のゲレ
           ンデの隅っこに雪山用テントを張って、自炊しな
           がらスキーに興じ、再就職に備え英気を養う。



1981年3月　倒産時にリンゴ酸を仕入れていた、当時未上場で従
　　　　 　業員100名足らずの化学メーカーであった扶桑化学
           工業から誘いがあり営業職として入社。後日、扶桑
           化学に与えた負債額を、会社に入って頑張って仕事
           して返済してくれと言われる。私を誘って頂いた方
　　　　　 が私の上司となり、後に同社の社長から会長にまで
           なられましたが、商品の開発から上市、販売までの
           全てのノウハウを教えて頂き、メーカーの社員とし
　　　　　 て仕事するうえでの指針となり、この転職は私のサ
　　　　　 ラリーマン人生の大きな転換点になりました。

　　　　　 その後、食品業界や化学業界においてリンゴ酸やク
           エン酸等の有機酸を応用した数多くの製品を研究部
　　　　　 門と連携しながら開発し、上市から販売までの業務
           に長く従事しました。

　　　　　 　
　　　　　
　　　　 　

           
　　　　　

　　　　　

 



           クエン酸事業を本格的に始めることとなり、青島
　　　　 　での工場建設のプロジェクトにも参加した。

　　　　　 その後、有機酸事業の営業部門(大阪本社、東京
　　　　　 支店）を任されることになり長い期間従事した。

　　　　　 その後、販売の立場から購買部長として原料の購
　　　　　 買の全てを任されることになり、国内メーカーの
           原料のみならず、中国（山東省、河北省、河南省
　　　　　 、甘粛省、安徽省、上海etc）に何度も出張し、
           クエン酸の原料やビタミンＣ等の中国品の仕入れ
　　　　　 価格の交渉を行ない、仕入れ先の工場に出向いて品
           質向上のための技術指導も行なう。これらのこと
           で中国との関わりが大きくなりました。
　

　　　　

            

                    



 2010年4月　クエン酸の工場があった青島扶桑精製加工有限公司
            (当時260名の従業員)の第4代目の総経理として中国
　　　　　　山東省青島に赴任。2012年9月末まで妻と共に青島
　　　　　　に駐在することとなる。
　　　　　　
　　　　　　入社後初めての工場勤務となり、様々な経験をする
　　　　　　ことが出来ました。　　

            日本向けのクエン酸の生産拠点にとどまらず、中国
　　　　　　に進出した日系の加工食品メーカーに対して食品添
　　　　　　加物の開発及び販売を行ない、当時友好な日中関係
　　　　　　下において、売上額や利益額において毎年新記録を
　　　　　　更新し、大きな成果を残すことが出来ました。

            次に青島市の紹介をします。



　　　　　　　青島市について

・青島は暖かいところいうイメージを持っている方が多いと思い
ますが、山東半島の南海岸に位置し、北緯でいうと金沢市とほぼ
同じ緯度にあります。海に面していることで、夏は内陸の北京や
上海と比べると風が心地良くて比較的涼しく、冬はかなり寒く零
下10度以下になることもよくあり、風が強く寒く感じます。雪が
積もることはあまりありません。

・人口は900万人ほどで6区と4市で構成されています。中心地は
市南区になります。現在ではどんどんと開発が進み、市の中心か
ら郊外に向けて地下鉄も整備され、2021年に国際空港も新しく建
設されました。



・中国では有数のリゾート地で、海と山に囲まれた風光明
媚な都市で、旧市街地にはドイツ占領下において建設され
た赤レンガの屋根の建物が立ち並び、松の防風林に囲まれ
た海岸沿いには、蒋介石の別荘であった花石楼があります。
又、青島市政府のある新市街地では超近代的な高層ビル
が立ち並び、北京オリンピック時にヨット競技が開催さ
れたヨットハーバーもあり、神戸を思わせる風情です。
私たちは市政府近くの海辺の高層マンションの低層階に
住んでいました。

・夏に開催される世界ビール祭には、世界から多くの人が
訪れます。駐在中には市政府商務局から招待を受けて、開
幕イベントに来賓として招待して頂きました。その際、妻
は和服を着て参加しましたので、政府関係の方から大歓迎
を受けました。



・日本の下関市と友好姉妹都市となっている。

・青島は山東省の省都ではなく、内陸の済南市が省都です。そ
の近くには泰山や孔子廟のある曲阜などの観光地があります。

・駐在中の中秋節(日本のお月見）に1,633段の石段を登って泰
山に登りました。この石段は下から登ると全長で7,000段あり、
秦の始皇帝が中国を統一した際に築いたと言われています。頂
上では西に沈む夕日と東から上る満月を同時に見ることが出来、
翌朝にはご来光を拝むことが出来ました。

　　　　　　その時の写真を紹介します。



















　　　　　　　　青島市の歴史

・もともとは山東半島南西部の膠州湾に位置する辺ぴな漁村に過
ぎなかったが、明の時代には倭寇対策の城壁が建設されて、駐留
する軍を目当てに商人が集まることがあった。

・清朝になると青島村という寒村があり、青島口という小さな港
町が形成された。1859年には青島口に税関が出来、1865年には煙
台の東海関の分館が置かれた。

・1891年に国防上の観点から、海軍の軍事施設が建設され、街の
発展が始まった。



・日清戦争(1894年)の後、三国干渉（フランス、ドイツ、ロシア
の三国が日本が得た遼東半島を清国に返還することを要求した）
で中国に恩を売ったドイツは、軍港を中国沿岸に確保することを
目的として、1897年に宣教師が山東省で殺害された事件を口実に
上陸し、1898年に膠州湾を99年間の租借地とし、ドイツは極東に
おける本拠地として山東半島一帯を勢力下に置いた。

・青島はドイツのモデル植民地として街並みや街路樹、上下水道
などが整えられ、青島ビールなどドイツが青島に与えた影響は大
きく、異国情緒たっぷりの建物が立ち並んでいます。

・第一次世界大戦でドイツに宣戦布告した日本は、1914年に膠州
湾のドイツ要塞を陥落させて占領下に置き、全ての特権の譲渡を
受ける予定であったが、抗日運動が活発化したことから一部の権



益を当時の北洋政府に返還したが、1922年まで日本が統治するこ
とになる。神社なども建設されるが現存していない。

・北洋政府は青島を中央政府直轄の特別行政区としていたが、上
海クーデターにより勢力を失い、その後の国民党政府は1929年に
青島特別市として成立させ、1930年に青島市と改称した。

・1937年に日中戦争が始まると、青島は再び日本軍の占領下に置
かれた。しかし、第二次世界大戦で日本が敗戦した後、アメリカ
西太平洋艦隊の司令部の所在地になったこともあります。しかし、
1949年6月2日に中国人民解放軍が青島に入城し、中国共産党の支
配下に置かれた。

・1984年の鄧小平時代に対外的に開放され、現在では近代的な港
湾都市として大きく発展しています。



　　　　　　青島での足跡に戻ります

            　駐在時にサッカー部を創設し、社員との交流に努め
　　　　　 るだけではなく、青島市政府に外資系リーグ戦の開
　　　　　 催を提案し、政府関係のチームや外資系企業のチー
           ムとの試合を行なって、スポーツを通じての日中友
           好交流を行なった。今でも社員やサッカー部の人た
           ちと交流を続けており、中国版Lineである WeChat 
           で頻繁に連絡を取り合っています。

2012年9月  青島赴任を解かれ、帰国する寸前に尖閣諸島の問題
　　　　   が発生し、反日の気運が高まり青島市においてもジ
           ャスコが襲撃を受けるなど反日デモが発生したが、
           青島市政府との友好的な関係を維持していたことに
           より、工場の周囲をぐるりと公安(警察)に守られる。
           



              これらの青島における様々な経験が、私の人生に
            おいて今も大きな影響を与えています。

2012年10月  日本に帰国後は水産関係の100%子会社の立て直しを
　　　　　　託され、(株)扶桑コーポレーションの社長に就任。

2014年5月   60才で定年を迎えるも、業務統括部長として中国と
　　　　　　関わりのある立場で５年間再雇用される。

2019年4月　 65才となり晴れて完全に定年を迎えることとなっ
　　　　　　た。幸運にも転職した会社で、多くの先輩や同僚
　　　　　　や後輩に支えられ、やりがいのある仕事に従事す
　　　　　　る事が出来、幸せなサラリーマン人生を送ること
　　　　　　が出来ました。
　　　　　　
　　　　　

　　　　　



           入社時には中小企業でしたが、営業や新製品の開発
           や中国と大きく関わる仕事に従事してまいりました。
　　　　　 気がつけば会社はどんどん発展し続け、大企業の仲
　　　　　 間入りをし、ジャスダック上場から東証一部を経て
　　　　　 東証プライムにまで発展していきました。

　　　　　 退職後は住所不定無職を理想として渡り鳥（ワンダ
　　　　　 ーフォーゲル）のように自由気ままに生きて行こう
           と思っていましたが・・・

2023年5月　 ＮＰＯ法人保育教育研究所マロドン企画設立。
　　　　　  なりゆきで事務局長になり、少しばかり理事長を
　　　　　　支えています。

            現在に至る



                       
           
（補足）

・青島扶桑精製加工有限公司は1994年に50年間の営業許可を取
得し、1996年から工場として操業を開始しました。昨年創立30
周年を迎え、2044年に営業許可が終了しますが、その時に他国
に工場を移転することにならない限り、撤退はしないと思いま
す。又、青島市政府としても多大な税収をもたらす外資系企業
を手放すはずはなく、その時点において優良企業を継続してい
れば、まだまだ存続できるものと思います。

・青島に初期に資本投下した外資系企業としては、青島扶桑は
日系企業の先駆者として扱われており、今でも市政府とのWin-
Winの関係は保たれています。













































　　　　　    

　　　　②「食品添加物って何？」



「食品添加物」ってどういったものですか？

普段皆さんがスーパーマーケットで買っている食品の内、生鮮食品
（肉や魚や野菜等）を除く加工食品のほとんどが食品添加物を使用
しています。もしこの世から食品添加物が無くなったら、スーパー
の食品コーナーの棚から、生鮮食品以外のほとんどの食品が無くな
り、美味しくて安全で豊かな食生活は送れなくなります。食品添加
物は食生活において無くてはならないものとなっています。皆さん
が安心して安全に食生活を送るために、厚生労働省が管轄している
日本食品添加物協会は、厳しい基準を定めて日本の食の安全を管理
監督しています。

「食品添加物」という言葉に対して、体に有害だといったマイナス
のイメージを持っておられる方が多いので、ここでは親しみを込め
て「テンカちゃん」と呼ぶ事にします。（日本食品添加物協会がそ
う名付けています。）



　　　　食品添加物の一例

甘味料               　　　　　　　　 　        キシリトール（トウモロコシの芯から作られる
　食品に甘みを与える　　　　　　　　　　キシロースが原料）やアスパルテーム、ステビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アなどの人工甘味料があるが、ステビアが一番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安全性が高いと言われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
着色料                　　　　　　　　　        クチナシ色素、食用赤色3号（通称：食紅）
　食品を着色し、色調を調整する　　　　　クチナシ色素は中華麺の着色に使用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
保存料　　　　   　　　　　　　　　　　   ソルビン酸Ｋ(使用基準があり、使用が制限）
　細菌の発育を抑制し、保存性を高める　　漬物、ハム、ソーセージなどに使われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　ビタミンＣ（サトウキビ・トウモロコシなどを
　油脂の酸化を防ぐ　　　　　　　　　　　原料に発酵法で製造、お茶飲料に使用）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
防カビ剤　　　　　　　　　　　　　　　　OPP (主に輸入レモンの防カビ剤として使用さ
  柑橘類のカビの発生を防止する　　　　　 れてるいる。国産レモンをお勧めします）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                         
イーストフード     　　　　　　　　　       リン酸三Ｃａ、炭酸アンモニウム
　パンのイーストの発酵を良くする　　　　（イーストの栄養源として働く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　
　　　　



ガムベース　　　　　　　　　　　　　　　チクル（サポジラと呼ばれる熱帯の常緑高木か
　チューインガムの基材　　　　　　　　　ら採取する

かんすい　　　　　　　　　　　　　　　　炭酸Ｎａと炭酸Ｋが主成分で、以前は木材を焼
　中華麺に使用　　　　　　　　　　　　　いた灰を使用していた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生中華麺をアルカリ性にすることで保存性を高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
苦味料　　　　　                                        カフェイン（興奮作用を持ち、覚醒作用、解熱
   食品に苦みを付ける　　　　　　　　　　鎮痛作用がある）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
酵素　　　　　　　　　　　　　　　　　　 βーアミラーゼ（主にたんぱく質で構成されて
　食品の製造加工に使用　　　　　　　　　おり、消化・吸収・代謝などの化学反応を促進）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　バニラエッセンス、レモン香料（食品に使われ
　食品に香りを付ける　　　　　　　　　　るものをフレーバ―、食品以外に使われるものを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレグランスと言う）

酸味料　　　　　　　　　　　　　　　　　クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、酢酸etc
　食品に酸味を付ける　　　　　　　　　　飲料や菓子等の酸味付与以外に保存性向上の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的で使用。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



ｐH調整剤　　　 　　　　　　　　　　　　リンゴ酸、リンゴ酸Ｎa、乳酸Ｎａ（リンゴ酸
　食品のｐHを調整し、保存性を向上　　　 クエン酸等の有機酸とそのＮａ塩を併用するこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とでｐＨを調整し保存性を向上する）

調味料　　　　　             　　　　　　　　Ｌーグルタミン酸Ｎａ（サトウキビ等の糖蜜や
　食品に旨味を与える　　　　　　　　　　タピオカでんぷんを原料に発酵法で製造）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
豆腐用凝固剤　　　　　　　　　　　　　　にがり(塩化Ｍｇ)、ＧＤＬ、すまし粉
　豆腐製造時に豆乳を固める　　　　　　　最近はにがり(塩化Mg)豆腐が主流となっており、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘みを感じる。

膨張剤　　ケーキをふっくらさせる　　　　重曹、酒石酸水素Ｋ、ベイキングパウダー
　
栄養強化剤　　　　　　　　　　　　　　　ビタミンＣ、乳酸Ｃａ
　栄養素を強化する　　　　　　　　　　　飲料の栄養強化やカルシウム強化に使用される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オロナミンＣ、ハイＣ、ポカリスエット
　
使用が禁止された添加物の一例
　チクロ　　　　　　　　　　                   甘味料として使用されていた。
　ＡＦ２(フリルフラマイド）　                  魚肉ソーセージの防腐に使用されていた。
　　共に発がん性が強いことが分かり、使用が禁止となった。























　　　　　　　　おばあちゃんの知恵袋　

　昔からの食品には生活の知恵として食品を腐らさないようするために
　いろいろな方法が取られています。

　塩漬けや酢漬けしている食品において食品中の自由水を塩水に置き換
　えるたり、お酢による殺菌作用によって腐敗を遅らせることが出来る。

　しかし　→　塩分の取りすぎによって高血圧の原因になる。

　高塩分食品の代表的なものとして　梅干し、漬物、タラコetc

　・梅干しは最近低塩の梅干しが多くなったが、塩分を減らすために
　アルコール（食品用アルコールやお酒）が応用されていて、梅に含
　まれている酢やクエン酸の働きによる代表的な保存食品である。

　・漬物は塩の使用量を減らしてお酢やクエン酸やリンゴ酸を添加して
　弱酸性にして保存日数を伸ばしている。

　　





・タラコは従来は１３％程度の塩を使用していたが、現在は、10％
　未満に抑えられていて、代替えとしてリンゴ酸ナトリウムが使用さ
　れている。塩辛いタラコはほとんど見なくなりました。
　　
・茹でうどんは茹でた後、リンゴ酸などの酸性の液に漬けることによ
　って麺のｐＨを５程度にすることで、保存性を高めている。

　その他、漬物・佃煮・塩辛などの加工食品において、クエン酸やリ
　ンゴ酸、又はそのナトリウム塩を併用することで、ｐＨを弱酸性に
　することによって保存性を高めている。以前は多くのリン酸やリン
　酸塩が使われていたが、リン酸塩は骨粗鬆症の原因になると言われ
　て使用されなくなった。
　　　→　包装ラベルにｐＨ調整剤或いは酸味料と表記されている。

　このようにソルビン酸Ｋなどの合成保存料を使用しないで、保存性
　を高めている食品が数多くある。このように酸味料・ｐＨ調整剤は
　食の安全に大きく貢献しています。











　　　　　　　　
　　　　　　　クエン酸ってどうやって作るの？

化学式　C6H8O7
示性式　C(OH)(CH2COOH)2COOH
中国名　檸檬酸（ning meng suan)

原料　　トウモロコシ、サトウキビ、タロイモ、サツマイモ等のでんぷん
発酵　　黒コウジカビで発酵
精製　　水に溶解し加熱→冷却して再結晶(数回)→純度を高め異物を除去
　　　　→乾燥→製品

   グルタミンソーダ(C5H8O4NNa)、アルコール(C2H5OH)、ビタミンＣ
   (C6H8O6)もクエン酸と同様にでんぷんを原料に、他の菌やカビを用いる
   ことによる発酵法によって製造しており、石油化学原料によって合成
   しているのではありません。


